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げている。春木川村は石高 100 石余、戸数 5～ 60 戸の小さな村であり、一村全体が伯太藩領である
が、①伯太藩の年貢のかけ方は、谷口の下台と山間谷筋の山谷田で年貢率が異なるなど、山里として
の在り方に即応した支配方式がとられていたこと、②同村の百姓らは重層的な山の用益に依拠する部
分が大きかったが、近世後期には果樹生産などで小百姓たちも経営を安定させていたことなどを明ら
かにしている。そして、③この小経営の安定が、村内での近世初期からの有力者が村政を牛耳ってい
るのを改めさせる村政改革につながったこと、また④春木川村は山里であるが故の商品生産によって、
都市－農村関係に深く規定されている状況が明らかにされている。伯太藩領下泉郷のなかでも、固有
な支配形態がとられていることの解明はきわめて重要であるが、山里の地域社会構造分析としても秀
逸なものとなっている。 
 伯太藩は小藩なので城と城下町を欠き、陣屋という施設とその周辺の家臣団屋敷が藩支配の拠点で
あったが、第Ⅲ部「陣屋元伯太村と下泉郷の地域社会」では、伯太藩の陣屋とその陣屋元村たる伯
太村に焦点を当てて、下泉郷に即して伯太藩の支配の在り方を検討している。 
 第７章「組合村下泉郷の展開と特質－陣屋元村の変遷をふまえて」は、当初は下泉郷に（藩から
任命される）触頭一人が置かれる支配方式がとられていたが、村々の庄屋の合議制に代わっていくこ
と、しかし村々庄屋たちのうち特定の者が郷惣代を独占するようになることを明らかにしている。こ
の章で特筆すべきは、伯太村に陣屋が置かれる以前の大鳥郡上神谷の大庭寺村に陣屋が置かれていた
時期の実態を解明した点である。すなわち、①（伯太藩主となる）渡辺氏が畿内に領地を与えられる
ようになるのは、大坂定番という役職を勤めることに伴うものと思われること、②この大坂定番を勤
めていた 20 年余の時期は触頭が置かれていた時期とも重なること、③この時期には大庭寺の陣屋に
は支配機能（陣屋としての内実）が全くなく、大坂城の南にあった定番屋敷が領地支配の拠点となっ
ていたことを明らかにしたことである。近世前期に大坂城代や大坂定番などを勤めた人が畿内に領地
を与えられたことは、これまでにも指摘されており、幕府の支配体制の問題として注目されていたが、
本章はそれをそれら小大名たちの領地支配の問題と初めて結合して論じたものと言える。 
第８章「陣屋元村と伯太陣屋」では、伯太藩の家臣団編成、および伯太藩陣屋とその周辺の武家
屋敷の空間構造を整理するとともに、そこには可視化されていない武家奉公人らの存在を抽出してい
る。さらに伯太村の百姓集落と陣屋周辺区域の間の熊野街道沿いに町場が形成されていることを指摘
するとともに、それらの 3 つの空間を含む伯太村の秩序維持（家臣やその奉公人らの町場・村域での
行動を含めて）が村役人などの村制機構に依拠していたことなどを明らかにしており、プロト城下町
論の問題提起を受けて、その実態にはじめて迫った好論であると評価できる。 
第９章「伯太藩の陣屋奉公人と地域社会」は江戸での奉公を含む武家奉公人を領内から徴発する
問題に焦点を合わせて論じたもので、下泉郷村々の実態を解明した第Ⅰ部・第Ⅱ部を踏まえ、伯太藩
支配と郷運営を論じた第Ⅲ部を総括する位置にある。すなわち、人別のない「出作」池上村は徴発を
除外され、春木川村などは出人を割り当てられても、実際には陣屋元村の伯太村やその隣村黒鳥村な
どが代替する関係にあり、こうした代替関係は余内銀の負担をめぐる矛盾を生むことになった状況を
明らかにしている。こうした下泉郷内の村々の複合的な利害の交錯と調整の実態の解明によって、組
合村を村々の集合とする一般的な把握では不十分であり、具体的な村落構造を踏まえて考えることが
不可欠なことが説得的に示されたことは極めて重要である。 
以上の検討をふまえて、終章では、下泉郷という組合村に集約して論じることで見えてきた論点を
総括している。 
 本論文は日本近世史の研究史上において、次のような意義を指摘できる。 
１）これまでまったく未解明だった１万石を少し超える程度の譜代小藩（藩の中では多数を占める）
の支配の実態を解明したものとして画期的成果。藩政史料がない中で、旗本知行研究に示唆を受け
ながら、村落社会の側から解明したことは、今後の譜代小藩研究への道を切り拓く方法的な意味も
持つ。 
２）伯太藩領の支配の枠組みである下泉郷村々の固有の存在形態を生産・生活の局面まで含めて総合
的に解明。これは地域社会論を大きく発展させたものと言える。 
  たとえば、①池上村の水利秩序と不可分の綿作・米作の「村」としての輪作の在り方の解明、②
春木川村の山の用益と果樹生産・流通が与える村落構造・運営へのインパクトの解明など。 
３）こうした生産・生活の特質、および陣屋元村や人別の欠如など非均質な村の在り方が伯太藩の奉
公人徴発への対応の差異につながるような、組合村々一般には解消できない状況を具体的に解明。
これはこれまでの組合村論をベースに置きながら、政治的表層に偏した地域社会論に対する鋭い批
判になっている。 
４）また、こうした村落社会の側から分析を行ったことで、所領が錯綜するこの地域の村々にとって、
藩の支配領域とは異なるレベルの地域社会のつながりが重層している状況を解明したこと。これに
よって村落生活における藩領支配を相対化して把握することが可能になったことも重要である。 
５）譜代小藩の陣屋と陣屋元村（プロト城下町）についての初の本格的な実態解明。それと幕府の役
職勤務との関係を明らかにしたことで、そうした政治的動向が地域社会構造といかに関わるかを初
めて解明した研究としても重要な意義を持つ。 
６）日用層（労働力）論とも深く関わる武家奉公人論や、山間地域での商品（果樹など）生産・流通
の進展と関わる都市と農村の関係論でもこれまでの研究を大きく発展させるものである。 
以上のように本論文は、膨大な史料の分析に支えられた実証的な成果であるとともに、歴史分析の
視角・方法についての多様な問題提起を含む成果でもある。 
 
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められ
る。 
